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記者説明会（３月２５日（木）13 時・霞キャンパス）のご案内 

  

 長引くコロナ禍によって憂うつな気分になることが増えた広島市民の割合が男性で 39％、女

性で 55％に上っています（広島市こころの健康に関するアンケート調査結果※）。本調査結果を

受けて、広島大学脳・こころ・感性科学研究センター（センター長・山脇成人特任教授）は、これ

まで積み重ねてきた脳科学研究成果を踏まえ、AI やデジタル技術を融合した With/Post コロナ

時代に求められるメンタルヘルス・デジタルトランスフォーメーション（DX）プロジェクトを立

ち上げました。 

 つきましては下記の通り記者説明会を開催いたします。ご多忙とは存じますが、ぜひともご参

加いただきたく、ご案内申し上げます。 

                        

                     記 

 

日時：令和 3 年 3 月 25 日（木）13 時～14 時 

場所：広島大学霞キャンパス（広島市南区霞１－２－３） 

   臨床管理棟 3 階 大会議室 

出席者：広島大学脳・こころ・感性科学研究センター  山脇成人  特任教授 

    同   眞渓 歩 教授 

         同   笹岡貴史 准教授 

    同   町澤まろ 特任准教授 

 

【背景】 

国連のグテーレス事務局長は昨年 5 月、コロナ禍により、うつ病・自殺・依存症・家庭内暴力

などの急増が予測されるとし、各国政府にメンタルヘルス対策の強化を要請しました。わが国で

も自殺者数（特に女性や子ども）の増加、ゲームやネットへの依存、家庭内暴力や虐待の増加が報

告されています。従来メンタルヘルス対策は Face-to-Face による相談、カウンセリングなどが

主流でしたが、With/Post コロナ時代では、ソーシャルディスタンス、非接触、リモートなどを

考慮したメンタルヘルス対策がニューノーマルとして求められています。 

広島市では、うつ病・自殺（自死）対策推進連絡調整会議（会長：山脇成人広島大学特任教授）

が長年、うつ病・自殺対策を協議し、自殺者数が減少するなど一定の効果をあげています。新型コ

ロナウイルス感染拡大（コロナ禍）による感染不安、外出自粛、コミュニケーション不足、経済不
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安などによりメンタルヘルスの悪化が懸念される中で、市は令和 2 年 11 月に市内に居住する 15

歳以上の市民 3,000 人を対象に、こころの健康に関する調査を行った結果、1,611 人から回答

（回収率 53.7%）があり、以下のような結果が得られました。 

  

●憂うつな気分になることが増えた：男性 39.1%、女性 55.5％ 

 ●中等度以上のうつ状態 278 名（17.2％）、重症うつ状態 152 名（9.４％） 

 ●経済状態が苦しくなるほど、友人や相談相手が少ないほどうつ状態が増加
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【お問い合わせ先】 

＜研究に関すること＞ 

山脇 成人 

広島大学 脳・こころ・感性科学研究センター 特任教授 

〒73４-85５１ 広島県広島市南区霞１－２－３ 

Tel：082-257-1724 Fax：082-257-1723 

E-mail：yamawaki@hiroshima-u.ac.jp 

 

＜報道担当(記者説明会に関すること)＞ 

広島大学 財務・総務室 広報部 広報グループ 

〒739-8511 広島県東広島市鏡山１−３−２ 

Tel：082-424-3701 Fax：082-424-6040 

E-mail：koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

発信枚数：A４版 4 枚（本票含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別 紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

FAX：０８２-４２４-６０４０ 

広島大学財務・総務室広報部広報グループ 行 

 

記者説明会（３月２５日（木）13 時・霞キャンパス）のご案内 

 

日 時：令和３年３月２５日（木）１３：００～１４：００ 

場 所：広島大学霞キャンパス 臨床管理棟 3 階 大会議室 

出席者：広島大学脳・こころ・感性科学研究センター 山脇成人 特任教授 

    同          眞渓 歩 教授 

         同          笹岡貴史 准教授 

同          町澤まろ 特任准教授 
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※誠に恐れ入りますが、上記にご記入頂き、３月２4 日（水）１6：００までにご連絡ください。 
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